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　こ
の
た
び
不
肖
私
、
議
員
多

数
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
と
い

う
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
、

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　私
は
、
行
政
経
験
は
長
い
の

で
す
が
、
議
員
と
し
て
の
経
験

は
浅
く
且
つ
、
浅
学
非
才
で
あ

り
そ
の
器
で
は
な
い
こ
と
は
承

知
し
て
お
り
ま
す
が
一
身
を
挺

し
て
議
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
公
平
無
私
の
立
場
を
堅
持

し
つ
つ
、
町
政
発
展
の
上
に
立

っ
て
正
し
く
相
構
え
て
住
民
の

信
託
に
応
え
住
民
福
祉
の
向
上

に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
支
援
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　下
田

　一
甫

︻
議

　長
︼

　下

　田

　一

　甫

　
　１０
票

　小

　峰

　明

　雄

　
　３
票

　藤

　岡

　健

　司

　
　１
票

　議
会
、
総
務
、
教
育
、
企
画

政
策
関
連
、
町
税
ほ
か
歳
入
全

般
を
審
査
致
し
ま
す
。

委

員

長

　佐

　藤

　秀

　樹

副
委
員
長

　荒

　木

　か
お
る

委

　
　員

　村

　田

　忠
次
郎

　
〃

　
　宮

　寺

　征

　二

　
〃

　
　岡

　野

　
　
　勉

　
〃

　
　高

　橋

　達

　夫

　
〃

　
　岡

　部

　和

　雄

︻
副
議
長
︼

　村

　田

　忠
次
郎

　
　１１
票

　長

　瀬

　
　
　衛

　
　１
票

　岡

　野

　
　
　勉

　
　１
票

　藤

　岡

　健

　司

　
　１
票

　福
祉
全
般
、
生
活
環
境
及
び

水
道
事
業
、
農
業
、
土
木
建
設
、

各
特
別
会
計
を
審
査
致
し
ま
す
。

委

員

長

　千

　葉

　三
津
子

副
委
員
長

　弓

　田

　茂

　樹

委

　
　員

　藤

　岡

　健

　司

　
〃

　
　下

　田

　一

　甫

　
〃

　
　小

　峰

　明

　雄

　
〃

　
　長

　瀬

　
　
　衛

　
〃

　
　堀

　江

　快

　治

　議
事
日
程
や
会
期
の
決
定
並

び
に
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事

項
を
審
査
致
し
ま
す
。

委

員

長

　岡

　部

　和

　雄

副
委
員
長

　長

　瀬

　
　
　衛

委

　
　員

　佐

　藤

　秀

　樹

　
〃

　
　千

　葉

　三
津
子

　
〃

　
　村

　田

　忠
次
郎

　
〃

　
　堀

　江

　快

　治

委

員

長

　藤

　岡

　健

　司

副
委
員
長

　岡

　野

　
　
　勉

委

　
　員

　弓

　田

　茂

　樹

　
〃

　
　佐

　藤

　秀

　樹

　
〃

　
　荒

　木

　か
お
る

　
〃

　
　千

　葉

　三
津
子

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　︵
議
長
︶

　下

　田

　一

　甫

議長　下田　一甫副議長　村田　忠次郎

９月議会
定 例 会

　

平
成
２５
年
９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
２０
日
ま
で
の
１９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
初
日
は
、
正
・
副
議
長
選
挙
、
議
会
運
営
委
員
及
び
、
委
員
会
の
編
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
期
定

例
会
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
条
例
の
制
定
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、

補
正
予
算
６
件
、
水
道
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
１
件
、
決
算
の
認
定
６
件
、
報
告
４
件
、
合
計
２４

件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
る
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
９
名
が
登
壇
し
、
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

正
・
副

議

長

決

ま

る

正
・
副

議

長

選

挙

結

果

常

任

委

員

会

の

構

成

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

総

務

文

教

生

活

福

祉

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

一
般
会
計
決
算
を
認
定
！

（ 

賛

成

多

数

認

定 

）

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車所得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

合　　　　計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合　　　計

36億5,015万9千円

9,869万2千円

881万3千円

887万8千円

256万2千円

2億9,574万1千円

7,155万6千円

4,273万2千円

1,934万9千円

20億640万8千円

529万5千円

1億982万5千円

6,078万1千円

10億8,184万3千円

7億2,254万8千円

1,548万3千円

90万5千円

7億1,078万6千円

3億8,468万7千円

4億9,406万4千円

11億2,504万7千円

109億1,615万4千円

1億1,355万5千円

13億6,705万3千円

33億5,666万3千円

7億8,547万5千円

3,003万2千円

1億2,259万5千円

4,980万9千円

13億7,337万円

6億1,279万3千円

10億4,803万1千円

0円

7億6,825万4千円

8億4,716万5千円

0円

104億7,479万5千円

科 目 決 算 額 決 算 額区 分

区 分

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

実 質 収 支 額 3億5,804万円

4億4,135万9千円
（※うち繰越明許費 8,331万9千円）

104億7,479万5千円
（前年度比 12.1％増）

109億1,615万4千円
（前年度比 12.2％増）

金 額

科 目
区 分

●歳入内訳

※繰越明許費の内訳は、福祉会館耐震補強工事設計委託料、川角中学校大規模改造事業など

●歳出内訳

一

般

会

計

決

算

平
成
２４
年
度
決
算

２４
年
度
主
な
事
業

○
児
童
手
当
の
給
付

○
介
護
給
付
費
・
訓
練
等

　給
付
費
の
支
給

○
新
保
育
園
建
設
事
業

○
埼
玉
西
部
環
境
保
全
組

　合
負
担
金

○
農
業
用
排
水
路
等
整
備

　事
業

○
武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺

　地
区
整
備
事
業

○
川
角
小
学
校
体
育
館
耐

　震
補
強
工
事

○
泉
野
小
学
校
体
育
館
耐

　震
補
強
工
事
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一般会計決算認定討論一般会計決算認定討論
反対討論３議員・賛成討論なし反対討論３議員・賛成討論なし

長瀬　衛　議員

　財政状況は、財政力指数・経常収支比率など自主財源の乏しい現状を象徴し、実質公債費比率

も本来あるべき区画整理、工業団地、川角駅周辺整備等の大型活性化策が未整備のまま今日を迎

えている現状を物語っている。事業の内、新保育園建設は保育需要等極めてズサンな子育て支援

計画に沿ったもの。既に子育て支援センターを含め民間施設整備は完了している。公立３園が２

園になり年間予算は僅か２４０万円の減額に留まったことは理解不能。地域の要支援者見守りや自

主防災等の組織化に進展が見られない。１０年あまり重点的に進めてきた長瀬駅中心の事業は大き

なボタンの掛け違いだ。橋上駅完成により利用者は現在の１０倍強の階段で利用は過酷になる。長

瀬駅北口周辺地区整備事業の最終目的は新川越越生線への接続で、大動脈として期待の新川越坂

戸毛呂山線ではない。企業誘致等にとって現状は極めて残念だ。公約に反し、可燃ゴミ排出量が

組合構成市町の中でダントツに多い。農業塾、体育施設指定管理者問題への町長の対応はお粗末

で猛省を促す。職員には感謝しつつさらに奮闘を期待する。

岡野　勉　議員

　本町では、非正規雇用（臨時職員）が多いのが特徴です。良くとれば安い人件費で住民サービ

スを高めようとの努力は汲み取れるが、待遇面で犠牲（公務員は兼職が禁止され、年間１００万円

に満たない職種も）が大き過ぎる。特に保育士、教育部局では事務職員、用務員、各支援員、給

食センターなどに臨時職員が多く、保育士では７割に及び「働きがいと安心な雇用」のため、一

刻も早く臨時から正規雇用に！全国並みに切り替えるべきです。

　また、新たに導入された指定管理者制度は、業務を全て「丸投げ！任せてある！」ため町行政

が業務の実態（進捗）を把握せず、今回の体育協会の事態になりました。本制度は他の指定管理

業務にも当てはまり、例えば町立図書館では「本の貸し出し状況はどうか。蔵書数と貸出数の関

係はあるか」等など。指定管理者に「任せてある」ではなく、町の課題として責任ある対応をお

願いする。なお、長年に亘り改善（園庭の広さや遊具の充実）が指摘されている「岩井学童保育所」

は一向に好転せず、問題が残りました。また、公害対策の項目・内容等、さらなる充実で安心・

安全な町づくりに尽力願いたい。

藤岡　健司　議員

　歳入の個人町民税は、２.０％の増額となり、固定資産税は、６.６％の減額となりました。町民税

の増額は町民の所得が少し増えたことからと思われます。固定資産税の減額は、資産価値の目減

りしたものと思われます。利子割交付金の減額は、利子の減少、配当割交付金の増額は、株主が

昨年より、多く配当を得たものと思われます。地方消費税交付金の減額は町民の購買力が低下し

ているものと思われます。そういう中で、町民の生活はどうだったのでしょうか。やはり、２４年

度も深刻な不況の１年だったのではないでしょうか。

　学校などは体育館の耐震補強工事が施行されましたが、まだまだ教育環境の整備は進めなけれ

ばならないのではないでしょうか。学校教育の充実については、支援員の配置がなされていますが、

児童、生徒のいじめの問題が全国で報道されています。いじめの問題にさらにがんばってもらい

たいと思います。６５歳以上の高齢者が、町では、９,３６６人と人口の２６.５％を占めるなど、町の高

齢化が進んでいる。高齢者が安心して暮らせる地域、人間らしく生きられる社会にしていくために、

職員のさらなる研鑽を要望します。
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　一
般
被
保
険
者

　
　
　平
均
被
保
険
者
数

　
　
　
　
　
　１
万
５
８
３
人

　
　
　医
療
の
給
付

　
　
　
　１
人
当
り
費
用
額

　
　
　
　
　２２
万
１
０
２
１
円

　国
民
健
康
保
険
は
、
医
療
保

険
制
度
の
基
盤
的
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
毛
呂
山
町
に
お
い

て
は
全
体
の
３１
・
５
％
が
加
入

し
て
お
り
ま
す
。

医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

レ
セ
プ
ト
点
検
専
門
員
を
雇
用

し
点
検
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
認
定
︶

　
　
　
　農
業
地
域
に
お
け
る

　
　
　生
活
環
境
の
整
備
と
河

　
　
　川
や
用
排
水
路
な
ど
の

　
　
　水
環
境
の
保
全
を
目
的

　
　
　と
し
た
﹁
毛
呂
山
町
農

　
　
　業
集
落
排
水
施
設
設
備

基
本
構
想
﹂
に
基
づ
き
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
認
定
︶

　
　
　被
保
険
者
数

　
　
　
　
　
　
　９
１
７
１
人

　
　
　要
介
護
認
定
者
数

　
　
　
　
　
　
　１
１
３
７
人

　
　
　
　介
護
保
険
制
度
創
設

か
ら
１３
年
が
経
過
し
、
制
度
の

周
知
が
図
ら
れ
た
こ
と
と
年
々

増
加
す
る
高
齢
者
に
伴
い
、
要

介
護
認
定
者
及
び
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

町
で
は
、
被
保
険
者
の
資
格
管

理
、
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
要

介
護
認
定
及
び
、
保
険
給
付
の

事
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
認
定
︶

　
　
　被
保
険
者
数

　
　
　
　
　
　
　３
７
１
２
人

　
　
　１
人
当
り
年
間
保
険
料

　
　
　
　
　５
万
７
７
３
３
円

　
　
　
　後
期
高
齢
者
医
療
特

　
　
　別
会
計
に
お
い
て
は
、

保
険
料
の
徴
収
、
保
険
証
の
引

き
渡
し
、
各
種
申
請
・
届
出
の

受
付
等
の
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
認
定
︶

　
　
　給
水
人
口

　
　
　
　
　３
万
５
５
８
０
人

　
　
　給
水
戸
数

　
　
　
　
　１
万
５
５
７
３
戸

　
　
　
　事
業
収
支
で
は
、
前

年
度
に
比
較
し
て
２
０
６
９
万

円
の
増
で
あ
り
、
主
に
は
水
道

加
入
金
１
１
４
５
万
円
が
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

総
配
水
量

　
　
　４
６
９
万
２
５
７
３
㎥

有
収
水
量

　
　
　４
５
２
万
２
７
５
３
㎥

有
収
率

　
　
　
　
　９６
・
４
％

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
認
定
︶

　水
道
事
業
会
計
の
未
処
分
利

益
剰
余
金
６
９
５
８
万
円
は
、

減
債
積
立
金
に
５
０
０
万
円
、

建
設
改
良
積
立
金
に
３
０
０
０

万
円
を
積
み
立
て
、
残
り
を
繰

越
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

特別会計　決算特別会計　決算特別会計　決算特別会計　決算特別会計　決算
平成２４年度

　
　
　

　
　
　平
均
被
保
険
者
数

　
　
　
　
　
　１
万
５
８
３
人

　
　
　医
療
の
給
付

　
　
　
　１
人
当
り
費
用
額

　
　
　

　
　
　平
均
被
保
険
者
数

　
　
　
　
　
　１
万
５
８
３
人

　
　
　医
療
の
給
付

　
　
　
　１
人
当
り
費
用
額

国民健康保険　
　
　
　農
業
地
域
に
お
け
る

　
　
　生
活
環
境
の
整
備
と
河

　
　
　川
や
用
排
水
路
な
ど
の

　
　
　水
環
境
の
保
全
を
目
的

　
　
　と
し
た
﹁
毛
呂
山
町
農

　
　
　業
集
落
排
水
施
設
設
備

　
　
　
　農
業
地
域
に
お
け
る

　
　
　生
活
環
境
の
整
備
と
河

　
　
　川
や
用
排
水
路
な
ど
の

　
　
　水
環
境
の
保
全
を
目
的

　
　
　と
し
た
﹁
毛
呂
山
町
農

　
　
　業
集
落
排
水
施
設
設
備

農業集落排水

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　９
１
７
１
人

　
　
　要
介
護
認
定
者
数

　
　
　
　
　
　
　１
１
３
７
人

　
　
　
　介
護
保
険
制
度
創
設

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　９
１
７
１
人

　
　
　要
介
護
認
定
者
数

　
　
　
　
　
　
　１
１
３
７
人

　
　
　
　介
護
保
険
制
度
創
設

介護保険

　
　
　

　
　
　
　
　３
万
５
５
８
０
人

　
　
　給
水
戸
数

　
　
　
　
　１
万
５
５
７
３
戸

　
　
　
　事
業
収
支
で
は
、
前

　
　
　

　
　
　
　
　３
万
５
５
８
０
人

　
　
　給
水
戸
数

　
　
　
　
　１
万
５
５
７
３
戸

　
　
　
　事
業
収
支
で
は
、
前

水道事業

特別会計決算額

国 民 健 康 保 険

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

46億4,704万2千円

2,885万1千円

17億6,653万6千円

2億8,344万6千円

7億5,340万2千円

6,093万5千円

43億4,890万7千円

2,553万7千円

17億1,466万5千円

2億7,687万2千円

7億320万4千円

4億60万8千円

2億9,813万5千円

331万4千円

5,187万1千円

657万4千円

3,729万6千円

3億3,967万3千円

水 道 事 業

歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額

事 業 収 益 事 業 費 用 純 利 益

資 本 的 収 入 資 本 的 支 出 不足額（補填財源）

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　３
７
１
２
人

　
　
　１
人
当
り
年
間
保
険
料

　
　
　
　
　５
万
７
７
３
３
円

　
　
　
　後
期
高
齢
者
医
療
特

　
　
　別
会
計
に
お
い
て
は
、

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　３
７
１
２
人

　
　
　１
人
当
り
年
間
保
険
料

　
　
　
　
　５
万
７
７
３
３
円

　
　
　
　後
期
高
齢
者
医
療
特

　
　
　別
会
計
に
お
い
て
は
、

後期高齢者医療

平
成
２４
年
度
毛
呂
山
町
水

道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分



−　６　−

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
億
１
０
５
３
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
９５
億
４

１
７
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

　︻
歳
入
の
部
︼

地
方
交
付
税

　
　
　
　
　１
億
６
１
９
万
円

繰
入
金

　
　
　
　６
８
２
万
円

諸
収
入

　
　
　
　１
１
３
万
円

　︻
歳
出
の
部
︼

民
生
費

　
　
　２
５
３
４
万
円

　旭
台
保
育
園
の
園
庭
拡
張
工

　事
等

土
木
費

　１
億
３
０
９
６
万
円

　国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
舗
装

　修
繕
工
事

教
育
費

　
　
　１
４
１
５
万
円

　空
調
設
備
・
ト
イ
レ
改
修
工

　事
設
計
委
託

以
上
が
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
２
７
０
８
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
４５
億
９

３
６
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
諸
支
出
金
と
し

て
過
年
度
の
退
職
被
保
険
者
療

養
給
付
費
交
付
金
の
償
還
に
充

て
る
た
め
１
１
７
３
万
円
、
今

後
の
医
療
費
増
加
に
備
え
る
た

め
予
備
費
と
し
て
１
億
１
５
６

５
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
０
１
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
２
８
９
０
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
０
４
８
万
円
追
加
し
、

予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１９
億
６

８
４
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
平
成
２４
年
度
介
護

給
付
費
負
担
金
及
び
地
域
支
援

事
業
に
係
る
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
な
ら
び
に
支
払
基
金
交

付
金
の
償
還
に
充
て
る
た
め
５

６
９
万
円
追
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
２４
年
度
の
一
般
会
計

の
繰
入
金
の
精
算
に
充
て
る
た

め
、
一
般
会
計
繰
出
金
を
６
６

６
万
円
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
７
９
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
３
億
１
５
３
万
円

と
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
の

う
ち
、
支
出
６
３
７
万
５
千
円

の
減
額
で
収
益
的
支
出
の
合
計

は
７
億
２
２
６
２
万
５
千
円
と

な
り
損
益
勘
定
は
２
６
２
４
万

円
の
純
利
益
と
な
り
、
主
な
内

容
は
人
件
費
の
減
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

　市
場
地
内
で
の
、
町
所
有
車

に
よ
る
事
故
に
対
す
る
損
害
賠

償
額
の
専
決
処
分
の
承
認
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

補 正 予 算補 正 予 算補 正 予 算補 正 予 算
平成２５年度

一
般
会
計
（
第
３
号
）

国
民
健
康
保
険

（
第
１
号
）

農
業
集
落
排
水

（
第
１
号
）

後
期
高
齢
者
医
療

（
第
１
号
）

介
護
保
険
（
第
１
号
）

水
道
事
業
（
第
１
号
）

専

決

処

分



−　７　−

○
毛
呂
山
町
子
ど
も
・

　子
育
て
会
議
条
例

＊
こ
の
条
例
は
、
委
員

１２
名
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

定
例
会
議
を
行
い
、
子

育
て
支
援
の
推
進
を
図

る
目
的
の
た
め
制
定
さ

れ
た
条
例
で
施
行
日
は

平
成
２５
年
９
月
２７
日
と

な
り
ま
す
。

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
武
州
長
瀬

　駅
自
由
通
路
条
例

＊
こ
の
条
例
は
、
武
州

長
瀬
駅
橋
上
駅
舎
の
完

成
に
伴
い
、
自
由
通
路

の
利
用
規
定
を
定
め
た

条
例
で
施
行
日
は
平
成

２５
年
９
月
２７
日
と
な
り

ま
す
。

︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
税
条
例
の
一

　部
を
改
正
す
る
条
例

︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
道
路
占
用

　料
徴
収
条
例
の
一
部

　を
改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
国
民
健
康

　保
険
税
条
例
の
一
部

　を
改
正
す
る
条
例

︵
賛
成
多
数
可
決
︶

○
毛
呂
山
町
介
護
保
険

　条
例
及
び
毛
呂
山
町

　後
期
高
齢
者
医
療
に

　関
す
る
条
例
の
一
部

　を
改
正
す
る
条
例

︵
全
員
賛
成
可
決
︶

条

例

の

制

定
・
改

正

《生活福祉常任委員会》
　平成２４年度一般会計決算認定のうち、歳
出の部、民生費・衛生費・労働費・農林水産
業費・商工費・土木費・災害復旧費、特別会
計決算認定（国民健康保険・水道事業・農業
集落排水事業・介護保険・後期高齢者医療）、
条例制定２件、水道事業会計未処分利益剰余
金の処分について審査しました。尚、審査に
あたり議案に関する現地視察を行いました。

　平成２４年度一般会計決算認定のうち、歳
入の部、全部及び歳出の部、議会費・総務費・
消防費・教育費・公債費・諸支出金・予備費
について審査しました。尚、審査にあたり議
案に関する現地視察を行いました。

《総務文教常任委員会》

武州長瀬駅 自由通路 川角中学校 武道場



−　８　−

○
瀬
戸
大
也
選
手
の
功
績
を
讃

え
、
毛
呂
山
町
と
し
て
初
の
特

別
栄
誉
賞
授
与
式
が
９
月
２４
日
、

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
の
駐
車
場
に

て
多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
西
入
間
警
察
一
日

署
長
と
し
て
、
会
場
か
ら
毛
呂

山
町
役
場
ま
で
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

○
武
州
長
瀬
駅
橋
上
駅
舎
完
成

に
伴
い
、
１０
月
２
日
に
自
由
通

路
竣
工
式
典
が
多
く
の
来
賓
並

び
に
関
係
者
を
お
迎
え
し
、
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
お

い
て
太
鼓
の
演
奏
や
神
輿
が
繰

り
出
し
、
花
を
添
え
ま
し
た
。

議 員 名

議 案

●議案の審議結果（９月定例会） ○は賛成　×は反対　退は退席　討は討論　議は議長

専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額の決定）

毛呂山町子ども・子育て会議条例

毛呂山町武州長瀬駅自由通路条例

毛呂山町税条例の一部を改正する条例

毛呂山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

毛呂山町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

平成２５年度毛呂山町一般会計補正予算（第３号）

平成２５年度毛呂山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度毛呂山町水道事業会計補正予算（第１号）

平成２５年度毛呂山町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度毛呂山町介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成２５年度毛呂山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２４年度毛呂山町一般会計歳入歳出決算認定について

平成２４年度毛呂山町国民健康保険特別会計歳入支出決算認定について

平成２４年度毛呂山町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

平成２４年度毛呂山町水道事業決算認定について

平成２４年度毛呂山町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成２４年度毛呂山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成２４年度毛呂山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×討

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×討

○

×

○

○

○

×討

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×討

×

○

○

×討

○

×討

○

○

○

×討

×討

×討

×討

○

×討

×討

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

認定

可決

認定

認定

認定

認定

下
田

　一
甫

堀
江

　快
治

岡
部

　和
雄

長
瀬

　
　衛

高
橋

　達
夫

小
峰

　明
雄

岡
野

　
　勉

藤
岡

　健
司

宮
寺

　征
二

村
田
忠
次
郎

千
葉
三
津
子

荒
木
か
お
る

佐
藤

　秀
樹

弓
田

　茂
樹

審

議

結

果

毛呂山町介護保険条例及び毛呂山町後期高齢者医療に関する条例
の一部を改正する条例

町
や
議
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

おめでとう　瀬戸大也選手

武州長瀬駅　自由通路開通式
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瀬
戸
選
手
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
と

い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
の
一
方
で
、

人
口
減
・
少
子
高
齢
化
に
加
え
、
都

市
計
画
道
路
、
区
画
整
理
、
川
角
駅

周
辺
整
備
な
ど
基
幹
と
な
る
課
題
が

解
決
さ
れ
ず
、
依
然
、
閉
塞
感
が
続

い
て
い
る
。
町
政
を
担
っ
て
い
る
全

て
が
そ
れ
ら
課
題
に
対
し
て
真
摯
に

取
組
み
、
瀬
戸
選
手
の
よ
う
に
成
果

を
出
す
べ
く
、
日
々
邁
進
し
、
町
民

の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
大
の
使
命
は
、町
民
生
活
の
安
心
・

安
全
を
確
保
し
、
財
政
強
化
の
た
め

の
活
性
化
策
を
計
画
的
に
取
組
む
こ

と
だ
。
ま
た
、
教
育
や
高
齢
者
福
祉
、

道
路
整
備
な
ど
の
将
来
課
題
に
も
的

確
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
町
づ
く

り
は
首
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
次
第
で
あ
り
、

深
い
経
験
・
認
識
に
立
っ
た
決
断
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
２４
年
度
決
算
に

お
け
る
成
果
は
新
保
育
園
、
長
瀬
駅
、

７
号
線
、
学
校
耐
震
補
強
な
ど
前
町

政
か
ら
の
継
続
事
業
や
介
護
保
険
な

ど
義
務
的
事
業
で
コ
ン
サ
ル
に
依
頼

し
、
予
算
を
付
け
れ
ば
黙
っ
て
い
て

も
進
む
。
住
民
と
連
携
し
、
大
い
に

知
恵
を
出
し
努
力
を
要
す
る
事
業
に

進
展
が
な
い
。
平
成
１４
年
度
以
降
、

野
久
保
線
を
進
め
、
利
用
者
激
減
の

長
瀬
駅
に
財
政
を
集
中
さ
せ
た
こ
と

で
企
業
誘
致
、
観
光
等
の
進
展
に
は

大
動
脈
と
し
て
欠
か
せ
な
い
新
川
越

坂
戸
毛
呂
山
線
が
事
実
上
、
進
ま
な

い
こ
と
が
致
命
的
。
最
大
の
課
題
と

し
て
強
調
し
て
い
た
防
災
・
見
守
り

な
ど
地
域
高
齢
者
福
祉
施
策
の
成
果

に
は
不
満
。
個
人
の
可
燃
物
収
集
量

は
増
え
続
け
、
全
体
搬
入
量
も
構
成

市
町
で
最
大
。
ゴ
ミ
減
量
化
の
公
約

は
守
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
見
守
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
個
人
情
報
保
護
等
が
あ
っ
て
中
々
、

進
ま
な
い
。
社
協
の
福
祉
サ
ポ
ー
タ

ー
の
形
に
移
行
し
、
共
助
で
は
な
く

公
助
で
や
る
べ
き
と
今
、
動
い
て
い

る
。
今
後
と
も
努
力
し
ゴ
ミ
減
量
化

に
努
め
た
い
。

長瀬　衛　議員 

荒木かおる議員 

千葉三津子議員 

佐藤秀樹　議員 

高橋達夫　議員 

藤岡健司　議員 

岡野　勉　議員 

村田忠次郎議員 

小峰明雄　議員

６月議会、８１号において１２ページ、

岡部和雄議員の質問タイトルの問い

の中で、「的場」を「的宿」に訂正

してお詫び致します。

①２４年度決算を踏まえ主な成果

　と町政の課題

①学校における防災力の向上

②福祉避難所の整備

③小中学校のエアコンの設置

①健康マイレージの取組

②高齢者の支援対策

③学校図書館の現状と推進状況

①新たなる防災情報システムの

　活用

②空き家問題

③企業誘致の取組

①町の産業の振興

①社会保障

②鳥獣の被害対策

③健康長寿の成果と課題

①国民健康保険の現状と課題

②教育委員会の現状と課題

①学童保育施設

②老人福祉施設山根荘の安全性

①定住促進策

②教育・子育て環境の充実

③花蓮

質問議員と質問事項

訂正とおわび

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。

※内容については、各人の原稿をもとに、質問順で掲載いたしま
　した。質問順は抽選により決定されます。

いっぱん質問
２４
年
度
、見
守
り
・
ゴ
ミ
減
量
化
な
ど

手
付
か
ず
！

長
瀬

　衛

　議
員

搬入量割負担金は通常経費７５％。更新建設費９０％

見
守
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
ま
ず

　
　
　
　
　
　共
助
で
は
な
く
公
助
へ
！

２４年度・１日１人当たりの可燃ゴミ
〔収集＋持込〕搬入量
・毛呂山町　７３４.２０ｇ
・鶴ヶ島市　６８４.１６ｇ
・鳩 山 町　６２１.０５ｇ
・越 生 町　６１９.１１ｇ

内、収集可燃ゴミ搬入量の２１年度と２４年度の比較
・毛呂山町　　１.０３３倍
・鶴ヶ島市　　０.９９０倍
・鳩 山 町　　１.０３２倍
・越 生 町　　１.０１９倍

問

答



　
　
　

　
　
　
　
　
町
長
の
公
約
に
「
全
小

　
　
　
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
」

　
　
　
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
導

　
　
　
入
時
期
は
い
つ
ま
で
と
考
え

　
　
　
て
お
ら
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
中
学
校
２
校
は
来
年
度

　
　
　
を
予
定
し
て
い
る
。
各
小
学

　
　
　
校
へ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

今
定
例
会
に
上
程
し
た
補
正
予
算
に

小
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事
委
託
料

を
計
上
。
今
後
は
計
画
的
に
設
置
工

事
を
実
施
し
て
参
り
た
い
。

　
　
平
成
２０
年
３
月
定
例
会
に
お
い

て
前
小
沢
町
長
が
「
学
力
日
本
一
」

を
目
指
す
教
育
行
政
の
一
環
と
し
て

全
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の
予

算
を
計
上
さ
れ
た
が
、
エ
ア
コ
ン
導

入
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
手
順
等
の
説

明
不
足
で
修
正
案
が
出
さ
れ
可
決
と

な
っ
た
。
前
回
と
同
じ
轍
を
踏
ま
な

い
た
め
に
も
町
と
し
て
説
明
責
任
が

あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

　
　
平
成
２０
年
の
問
題
点
は
、
熱
源

等
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ

ず
議
会
に
対
す
る
説
明
が
不
十
分
で

あ
り
、
そ
の
結
果
当
初
予
算
案
の
修

正
と
な
っ
た
。
今
後
は
進
捗
状
況
の

報
告
な
ど
は
行
っ
て
参
り
た
い
。

　
　
こ
の
５
年
間
、
熱
源
の
検
討
、

設
置
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
は
検
討

さ
れ
て
き
た
の
か
。

　
　
平
成
２５
年
度
当
初
予
算
に
中
学

校
へ
の
エ
ア
コ
ン
導
入
ま
で
の
設
計

予
算
が
計
上
さ
れ
る
ま
で
導
入
に
対

す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
は
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
年
の
暑
さ

を
考
え
れ
ば
エ
ア
コ
ン
導
入
に
よ
る

環
境
整
備
は
必
ず
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
町
長
の
任
期
中
に
小
学
校
４
校

に
エ
ア
コ
ン
は
設
置
に
な
る
の
か
。

　
　
ま
ず
は
設
計
業
務
が
必
要
。
小

学
校
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
一
度

は
公
約
と
し
て
掲
げ
た
案
件
な
の
で

自
分
の
任
期
中
に
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
環
境
ま
た
子
育
て
環
境
に
つ
い

て
も
今
後
、
し
っ
か
り
と
進
め
て
参

り
た
い
。

学
校
図
書
館
の
新
聞
配
備

　
　
現
在
、
小
中
学
校
の
学
校
図
書

館
の
現
状
は
非
常
に
充
実
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
新
聞
の
配
備
状
況
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

　
　
現
在
、
小
学
校
に
「
朝
日
小
学

生
新
聞
（
寄
贈
）
」
を
図
書
室
に
配

備
し
て
い
ま
す
。

　
　
生
徒
児
童
の
読
解
力
の
低
下
や

文
字
・
活
字
離
れ
が
心
配
さ
れ
る
中

で
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
が
新
聞

界
と
教
育
界
が
取
り
組
む
活
動
Ｎ
Ｉ

Ｅ
で
す
。
各
学
校
図
書
館
へ
生
き
た

教
材
で
あ
る
新
聞
配
備
の
お
考
え
は
。

　
　
読
む
こ
と
を
通
し
て
環
境
を
整

え
て
行
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
。
新

年
度
に
配
備
出
来
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
た
い
。

高
齢
者
の
支
援
対
策

　
　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
導
入

に
向
け
て
の
進
捗
状
況
及
び
県
主
体

の
コ
バ
ト
ン
お
達
者
倶
楽
部
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
で
す
が

県
の
高
齢
者
と
地
域
つ
な
が
り
再
生

事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
す
る

予
定
で
す
。
コ
バ
ト
ン
お
達
者
倶
楽

部
は
７
月
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
を
防
止
す
る

た
め
、
登
録
店
で
買
い
物
を
し
た
際
、

カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
て
も

ら
い
ス
タ
ン
プ
欄
が
全
て
埋
ま
っ
た

と
き
に
登
録
店
か
ら
特
典
の
提
供
を

受
け
る
仕
組
み
で
す
。
現
在
２８
人
が

交
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
組
み

　
　
全
国
的
に
健
康
診
断
の
受
診
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
な
ど
で
ポ

イ
ン
ト
を
た
め
る
と
特
典
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
町

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
先
進
自
治
体
の
取
組
事
例
で
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
成
果
を

上
げ
て
い
る
か
情
報
収
集
を
行
う
と

と
も
に
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

に
お
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

−　１０　−

て
つ

全
小
中
学
校
の

　
エ
ア
コ
ン
設
置
の
時
期
は
？

荒
木
　
か
お
る
　
議
員

小中学校全校に早期設置を！

学
校
図
書
館
に

﹁
生
き
た
教
材
﹂
新
聞
の
配
備
を

千
葉
　
三
津
子
　
議
員

教育に新聞を！

自
分
の
任
期
中
に
進
め
て
参
り
た
い

新
年
度
の
新
聞
配
備
に
努
力
す
る

答 問

問

答 問

答

答

答

問

問

問 答 問

答 問

答



　
　
　
新
た
な
防
災
シ
ス
テ
ム
活
用

　
　
　
　
　
現
在
防
災
無
線
は
、
風

　
　
　
向
き
に
よ
っ
た
り
、
最
近
の

　
　
　
住
宅
に
お
け
る
気
密
性
向
上

　
　
　
に
よ
り
、
な
か
な
か
放
送
が

　
　
　
聞
き
取
り
に
く
い
状
況
に
陥

　
　
　
っ
て
い
る
が
、
新
た
な
シ
ス

　
　
　
テ
ム
等
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
災
害
や
避
難
情
報
を
受
信
す
る

こ
と
が
で
き
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
導

入
は
関
係
機
関
と
調
整
中
で
す
。
ま

た
山
間
部
に
お
い
て
は
、
衛
生
携
帯

電
話
の
設
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
及
び
総
務
省
が
各
地

域
に
推
奨
し
て
い
る
「
公
共
情
報
コ

モ
ン
ズ
」
に
加
入
し
て
い
る
埼
玉
テ

レ
ビ
の
Ｄ
ボ
タ
ン
を
活
用
す
れ
ば
、

聞
き
取
り
に
く
い
情
報
並
び
に
災
害

時
の
地
域
情
報
を
網
羅
で
き
ま
す
。

県
知
事
も
推
奨
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
是
非
と
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
望
み
ま
す
が
如
何
で
す
か
。

　
　
導
入
す
る
に
は
毎
月
一
定
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
が
、
導
入
に
向
け

て
検
討
し
、
住
民
に
迅
速
且
つ
正
確

な
情
報
が
伝
わ
る
様
努
力
致
し
ま
す
。

空
き
家
問
題

　
　
昨
年
１２
月
の
一
般
質
問
で
空
き

家
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
答
弁

で
平
成
２５
年
度
に
空
き
家
条
例
を
制

定
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
ま
い
り
た

い
。
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
１２

月
以
降
の
進
渉
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　
条
例
案
を
検
討
し
ま
し
て
、
今

年
度
中
に
条
例
を
制
定
す
る
よ
う
努

力
し
、
具
体
的
に
は
、
条
例
の
周
知

期
間
を
考
慮
し
、
１２
月
議
会
に
提
出

で
き
る
よ
う
進
め
て
お
り
ま
す
。

企
業
誘
致

　
　
第
四
次
毛
呂
山
町
総
合
振
興
計

画
の
達
成
に
向
け
た
２６
年
度
、
２７
年

度
の
計
画
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

　
　
東
部
地
区
に
お
い
て
は
、
所
有

権
が
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
進
展

し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
諸
条
件
等
を
確
認
し
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

町
の
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
　
第
４
次
毛
呂
山
町
総
合
振
興
計

画
後
期
計
画
で
は
「
元
気
に
仕
事
が

で
き
る
町
づ
く
り
」
と
し
て
産
業
の

振
興
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
農
業

に
お
い
て
は
遊
休
農
地
解
消
と
し
て

平
成
２７
年
度
に
５
ｈａ
を
目
標
と
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に
向
け
ど
の
よ
う
な

施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
１
ｈａ
〜
２
ｈａ
解

消
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
各
年

に
お
い
て
作
付
け
面
積
が
違
う
の
で

正
確
な
数
値
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
　
農
地
法
で
は
農
業
委
員
会
は
毎

年
一
回
、
そ
の
区
域
内
に
あ
る
農
地

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　
町
で
は
現
在
ど
の
位
の
農
地
が
あ

り
、
う
ち
遊
休
農
地
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
先
程
の
答
弁
で
は
連
作
を

さ
け
る
為
の
休
耕
農
地
も
遊
休
農
地

と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町
は
遊

休
農
地
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い

る
の
か
。
農
業
の
専
門
家
で
あ
る
町

長
に
答
弁
を
求
め
る
。

　
　
町
に
は
農
地
が
６
１
３
・
１
ｈａ

あ
り
、
う
ち　
ｈａ
が
遊
休
農
地
に
な

っ
て
い
る
。
町
で
は
長
年
の
間
、
耕

作
さ
れ
て
な
い
耕
作
放
棄
地
を
遊
休

農
地
と
し
て
い
る
。
大
谷
木
、
阿
諏

訪
、
滝
ノ
入
、
葛
貫
な
ど
中
山
間
地

の
昔
の
田
ん
ぼ
の
多
く
が
耕
作

放
棄
地
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
本
年
度
か
ら
町
が
始
め
た

農
業
塾
も
、
遊
休
農
地
解
消
に

は
有
効
の
手
段
と
私
は
考
え
る

が
町
の
考
え
は
。

　
　
農
協
が
始
め
た
農
業
塾
は

今
迄
農
業
を
や
っ
て
い
な
か
っ

た
農
家
の
後
継
者
が
、
新
し
く

農
業
に
取
り
組
む
為
の
塾
で
あ

り
、
町
の
農
業
塾
は
後
継
者
と

は
限
ら
ず
、
農
業
へ
の
新
規
参

入
者
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

が
特
徴
で
あ
り
、
現
在
、
町
の

農
業
委
員
会
と
協
力
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

−　１１　−

２７

新
た
な

防
災
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
！

佐
藤
　
秀
樹
　
議
員

新しい防災情報システムの概要

ま
ち
の
遊
休
農
地

　
　
　
　
　
解
消
の
施
策
は

高
橋
　
達
夫
　
議
員

遊休農地が目立つ町の農地

積
極
的
に
導
入
致
し
ま
す
！

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
て
い
る

答

答

答

問

問

問

答

問

答

答答

問

問

問



　
　
　
　
　
政
府
の
社
会
保
障
制
度

　
　
　

改
革
国
民
会
議
は
８
月
５
日
、

　
　
　
医
療
、
介
護
、
年
金
、
保
育

　
　
　
の
全
分
野
で
改
革
を
求
め
る

　
　
　
最
終
報
告
書
を
と
り
ま
と
め

　
　
　
ま
し
た
。
報
告
書
は
、
介
護

　
　
　
保
険
で
要
支
援
者
を
保
険
給

　
　
　
付
の
対
象
か
ら
外
し
、
市
町

村
任
せ
の
事
業
に
段
階
的
に
移
行
し

て
い
く
方
向
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

軽
度
者
の「
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
」

「
地
域
ご
と
に
格
差
が
出
て
く
る
」

懸
念
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
定
以
上

の
所
得
の
あ
る
利
用
者
は
、
自
己
負

担
を
１
割
か
ら
２
割
へ
の
引
き
上
げ

も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
分
野

で
は
、
７０
〜
７４
歳
の
窓
口
負
担
倍
増

（
１
割
か
ら
２
割
へ
）
の
早
期
実
施

な
ど
、
受
診
や
入
院
を
抑
制
し
て
医

療
費
を
削
減
す
る
方
向
へ
と
し
て
い

ま
す
。
年
金
で
は
、
徹
底
し
た
支
給

額
の
削
減
と
課
税
強
化
、
支
給
開
始

年
齢
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
の
検
討

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消

費
税
増
税
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、

負
担
増
を
求
め
ら
れ
た
高
齢
者
の
生

活
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
６５
歳
以
上
の
高
齢
化
人
口
の
比

率
は
既
に
総
人
口
の
４
分
の
１
と
な

り
今
後
も
急
速
に
進
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
年
金
、
医
療
、

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
給
付
も
今
後
、

益
々
増
大
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
国
で
は
現
行
の
社
会
保
障

制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
に
改
め
る

た
め
、
平
成
２４
年
に
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
を
施
行
し
、
同
法
に
定

め
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
社
会
保

障
制
度
改
革
国
民
会
議
を
設
置
し
、

社
会
保
障
制
度
改
革
の
大
局
的
な
方

向
性
や
改
革
メ
ニ
ュ
ー
作
り
と
し
て
、

そ
の
報
告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
医
療
・
介
護
・
年

金
・
少
子
化
対
策
の
各
分
野
に
つ
い

て
社
会
保
障
制
度
の
将
来
あ
る
べ
き

社
会
像
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
　
国
民
健
康
保
険
を
県
単
位
と
す

る
広
域
連
合
の
動
き
が
あ
る
と
聞
く
、

現
状
を
お
聞
き
す
る
。
ま
た
、
本
町

で
は
一
世
帯
当
た
り
の
家
族
数
と
世

帯
数
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
県
で
は
今
年
３
月
「
国
保
広
域

化
推
進
会
議
」
を
設
置
、
国
保
事
業

の
広
域
化
、
財
源
の
安
定
化
を
実
現

す
る
た
め
の
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
本
町
の
国
保
加
入
世
帯
数
は
全
体

で
６
０
４
６
世
帯
。
家
族
数
に
対
す

る
世
帯
の
割
合
は
以
下
の
通
り
。

１
人
世
帯　
３
０
０
０
世
帯　
５０
％

２
人
世
帯　
２
１
７
１
世
帯　
３６
％

３
人
世
帯　
　
５
７
３
世
帯　
９
％

４
人
世
帯　
　
２
１
０
世
帯　
３
％

５
人
世
帯　
　
　
　
６７
世
帯　
１
％

６
人
世
帯　
　
　
　
１８
世
帯　

７
人
世
帯　
　
　
　
５
世
帯　
０．４
％

１０
人
世
帯　
　
　
　
２
世
帯　

大
家
族
・
子
育
て
世
帯
を

　
　
　
応
援
す
る
！
税
の
改
善
を
！

　
　
何
と
１
人
か
ら
３
人
家
族
ま
で

で
全
世
帯
の
約
９５
％
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
１
人
（
単
身
）
世
帯
だ
け
で

約
５０
％
（
半
数
）
に
及
び
こ
の
家
族

構
成
が
社
会
経
済
的
に
ど
う
形
づ
く

ら
れ
、
今
後
の
国
保
事
業
、
財
源
の

安
定
化
な
ど
し
っ
か
り
し
た
分
析
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
実
感
す
る
。

　
平
成
２１
年
度
か
ら
国
保
税
が
４
方

式
か
ら
２
方
式
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。

従
来
の
「
資
産
割
と
平
等
割
」

を
廃
止
「
均
等
割
と
所
得
割
」

に
な
っ
た
。
均
等
割
で
一
人
当

た
り
１
万
１
５
０
０
円
が
一
気

に
３
万
５
０
０
０
円
に
跳
ね
上

が
っ
た
。
約
３
倍
大
家
族
は
た

ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
例
え
ば
５
人
家
族
で
は
算
出

基
礎
が
約
１２
万
円
増
額
に
！
）

全
額
元
に
戻
せ
と
言
っ
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
充
分
、

行
政
、
国
保
運
営
協
議
会
で
改

善
策
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
大
家
族
に
負
担
増
に
な
る

こ
と
が
判
明
。
国
保
協
議
会
と

も
検
討
し
、
何
と
か
し
た
い
。

−　１２　−

｝

高
齢
者
の
生
活
は
さ
ら
に
厳
し
い

　
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が

藤
岡
　
健
司
　
議
員

国民会議が示した社会保障の報告書

﹁
国
保
税
﹂大
家
族
、子
育
て
世
帯
に

　
　
重
い
負
担
！

早
急
に
改
善
を
！

岡
野
　
勉
　
議
員

社
会
保
障
制
度
の

　
将
来
あ
る
べ
き
社
会
像
を
示
し
た
も
の

大
家
族
に
負
担
増
！
な
ん
と
か
し
た
い

問

問

問

答

答

答

【医療】　①７０～７４歳の窓口負担倍増（１割から２割へ）
　　　　②入院時の給食の患者負担引き上げ
　　　　③紹介状がない大病院の受診に定額負担の導入
　　　　④保険料アップにつながる、国民健康保険の都道府県
　　　　　運営への移行
【介護】　①要支援１と２を保険給付から除外
　　　　②一定以上の所得者の負担引き上げ
　　　　③施設の居住費・食費を軽減する補足給付の対象縮小
　　　　④特養ホームから「軽度者」しめだし
　　　　⑤デイサービスを削減
【年金】　①支給額を減らすマクロ経済スライドの毎年実施
　　　　②支給開始年齢の引き上げの検討
　　　　③「高所得者」への支給額を削減。課税を強化

０ ５００ １０００ １５００ ２０００ ２５００ ３０００ ３５００

６０４６



　
　
　
老
人
福
祉
施
設

　
　
　
　
　
　
山
根
荘
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
災
害
避
難
場
所
と
し
て

　
　
　
の
指
定
は
適
当
か
。

　
　
　
　
　
建
物
の
経
年
、
地
形
的

　
　
　
な
課
題
が
あ
る
が
、
地
区
の

　
　
　
方
々
に
と
っ
て
山
根
荘
が
一

　
　
　
番
身
近
で
他
に
ふ
さ
わ
し
い

公
共
施
設
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
の
山
根
荘
指
定
は
や

む
を
え
な
い
。

　
　
施
設
の
対
震
度
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
基
準
で
は
「
昭
和
５６
年
以

前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
に
つ
い
て
耐

震
診
断
を
受
け
る
こ
と
」
と
さ
れ
て

い
る
。
新
館
及
び
別
館
は
耐
震
診
断

を
実
施
す
る
義
務
は
課
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
実
施
し
て
い
な
い
。

　
　
防
災
計
画
見
直
し
の
委
員
は
現

場
を
見
て
い
る
の
か
。

　
　
現
場
に
出
向
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
山
根
荘
周
辺
の
状
況
を
つ
か

ん
で
、
防
災
計
画
の
見
直
し
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

学
童
保
育
施
設
に
つ
い
て

　
　
学
童
保
育
所
の
改
善
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
昨
年
度
は
緊
急
的
な
修
繕
を
行

っ
た
。
ま
た
、
定
員
以
上
の
登
録
児

童
数
の
解
消
に
向
け
、
協
議
・
検
討

中
で
あ
る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
子
育
て
支
援
施
策
の
重
点
課
題

の
一
つ
と
し
て
協
議
を
重
ね
、
改
善

に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

　
　
岩
井
学
童
保
育
所
園
庭
と
他
の

学
童
保
育
所
園
庭
と
の
格
差
是
正
と

い
う
点
で
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
岩
井
学
童
保
育
所
は
狭
く
、
砂

場
が
確
保
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
び
回
れ
る

ス
ペ
ー
ス
は
な
い
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
「
４０
人
が
望
ま
し
い
」「
最

大
で
も
７０
人
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本

町
で
は
最
大
の
状
態
が
続
い
て
い
る

た
め
、
増
設
・
分
散
化
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
　
体
験
や
心
の
教
育
を
含
め
、

環
境
改
善
を
望
む
。

　
　
私
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達

を
安
心
し
て
、
生
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
育

児
不
安
や
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
、
子
育
て
支
援
等

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
学

校
給
食
費
の
無
料
化
な
ど
、
特
色
の

あ
る
子
育
て
支
援
で
の
定
住
促
進
は
。

　
　
大
き
な
財
政
負
担
と
な
り
、
現

状
で
は
対
応
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
災
害
時
の
園
児
・
児
童
・
生
徒

の
引
き
渡
し
、
待
機
方
法
の
現
状
は
。

　
　
保
育
園
で
は
、
保
育
安
全
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
災
害
に
備
え
て

お
り
ま
す
。
小
学
校
で
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
引
き
渡
し
訓
練
を

実
施
し
、
保
護
者
に
周
知
徹
底
を
図

っ
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、
生
徒
は

基
本
的
に
帰
宅
さ
せ
ま
す
が
、
通
学

路
の
安
全
が
確
実
な
場
合
に
実
行
。

　
　
学
童
保
育
所
の
災
害
時
の
児
童

の
引
き
渡
し
、
待
機
方
法
等
は
。

　
　
児
童
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

す
る
た
め
、
緊
急
時
の
対
策
を
徹
底

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ

ン
の
設
置
、
熱
源
、
設
置
年
度
は
。

　
　
毛
呂
山
中
学
校
・
川
角
中
学
校

の
普
通
教
室
に
来
年
度
導
入
予
定
。

　
　
毛
呂
山
中
学
校
・
川
角
中
学
校

は
、
大
規
模
改
造
工
事
を
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
工
事
期
間
を
含

め
慎
重
に
進
め
て
頂
き
た
い
と

私
は
考
え
ま
す
が
。

　
　
充
分
に
慎
重
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

　
　
保
育
園
で
の
食
育
と
箸
の

持
ち
方
は
。

　
　
全
職
員
が
協
力
し
合
い
指

導
計
画
に
沿
っ
て
食
育
を
推
進
。

　
　
平
成
２３
年
度
か
ら
花
蓮
の

栽
培
に
取
り
組
み
、
今
年
は
約

２
ヶ
月
の
間
に
多
く
の
方
々
が

訪
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ

・
施
設
整
備
等
は
。

　
　
５
千
人
を
超
え
る
来
場
者
。

有
効
な
修
繕
等
を
検
討
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
考
え
る
。

−　１３　−

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て

　
　
　
　
　
山
根
荘
は
適
当
か

村
田
　
忠
次
郎
　
議
員

避難場所と指定されている山根荘の建物

小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
、

　
　
　
　
　
今
後
の
計
画
は

小
峰
　
明
雄
　
議
員

きれいになった小学校低学年用トイレ

現
時
点
の
山
根
荘
指
定
は

　
　
　
　
　
　
　
　
や
む
を
え
な
い

毎
年
度
、計
画
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
予
定

答

答

答

問

問

問

答 問

答 問

問

答 答問

答 答 問

答

問問

答 問 答 問 要
望

要
望



−　１４　−

全
員
協
議
会

　
○
毛
呂
山
町
子
ど
も
・
子
育
て

　会
議
条
例
に
つ
い
て

　

目 

的

　
　毛
呂
山
町
の
子
ど
も
・
子

　
　育
て
支
援
を
総
合
的
か
つ

　
　計
画
的
に
推
進
す
る
。

○
旭
台
保
育
園
の
園
庭
拡
張
事

　業
に
つ
い
て

　

目 

的

　
　保
育
事
業
の
充
実
、
他
保

　
　育
園
と
の
格
差
是
正
を
図

　
　る
た
め
、
隣
接
す
る
民
地

　
　を
第
２
園
庭
と
し
て
４
０

　
　０
㎡
借
用
す
る
。

　園
庭
の
具
体
的
な
内
容

　
　①
東
西
２５
ｍ
、
南
北
１６
ｍ

　
　②
自
由
広
場

　
　③
ど
ろ
ん
こ
広
場

　
　④
こ
ん
も
り
山

　
　⑤
丸
太
広
場

○
毛
呂
山
町
武
州
長
瀬
駅
自
由

　通
路
条
例
に
つ
い
て

　

設 

置

　
　武
州
長
瀬
駅
の
南
北
の
駅

　
　前
広
場
を
結
び
、
歩
行
者

　
　の
往
来
の
利
便
性
と
駅
周

　
　辺
地
域
の
活
性
化
を
図
る

　
　た
め
整
備
さ
れ
た
自
由
通

　
　路
の
、
適
切
な
維
持
管
理

　
　に
つ
い
て
定
め
る
。

○
そ
の
他

①
越
辺
川

　川
の
ま
る
ご
と
再

　生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵
県
事
業
︶

　︻
解
説
︼

　越
辺
川
を
ま
る
ご

　と
対
象
に
し
て
、
町
づ
く
り

　と
一
体
に
な
っ
た
川
の
再
生

　を
目
指
す
。

　　

議会の動き

傍
聴
席 ②

日
本
ホ
ー
バ
ス
跡
地
の

　
　
　
　
　
　
　所
有
権
移
転

③
毛
呂
山
町
タ
ウ
ン

　
　
　ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

④
毛
呂
山
町
合
併
６０
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　記
念
事
業

⑤
あ
い
あ
い
作
業
所
復
旧
工
事

⑥﹁
成
人
の
つ
ど
い
﹂
の
開
催

︻
議
員
研
修
︼

○
１０
月
１８
日
埼
玉
県
町
村
議
会

　議
長
会
主
催
議
員
研
修
会
が
、

　吉
見
町
民
会
館
﹁
フ
レ
サ
よ

　し
み
﹂
で
開
催
。

演 

題　地
域
の
宝
﹁
ご
当
地
グ
ル
メ
﹂

　で
ふ
る
さ
と
を
元
気
に
！

講 

師　愛
Ｂ
リ
ー
グ
本
部

　
　専
務
理
事
兼
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　俵

　慎
一

　氏

︻
９
月
２
日
︼

７月１６日
７月２５日

２６日

８月　１日
７日
８日
１９日

２１日
２６日

９月　２日

９月２０日
２日

　１１日

１３日
２７日

１０月　９日
１８日

西入間広域消防組合議会臨時会

議会だより第８１号発行
坂戸地区衛生組合議会定例会
埼玉西部環境保全組合議会定例会
毛呂山・越生・鳩山公共下水道
組合議会定例会
広域静苑組合議会定例会
議会運営委員会

第３回（９月）定例会

全員協議会

西入間広域消防組合議会定例会

議会運営委員会行政視察（杉戸町）
埼玉県町村議会議長会議員研修会
（吉見町民会館フレサよしみ）

次回定例会は１２月です。

９月定例会傍聴者数

〜

〜

〜

傍聴者数（人）本会議日

９月　２日　（月）
９月　３日　（火）
９月　４日　（水）
９月　５日　（木）
９月　６日　（金）
９月　９日　（月）
９月２０日　（金）

　０
２９
　９
　５
　１
　０
　１

　
暑
い
夏
が
過
ぎ
去
り
秋
風
が
こ

こ
ち
良
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
毛
呂
山
町
の
明
る
い
話
題
と
し

て
世
界
水
泳
選
手
権
大
会
で
、
見

事
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
瀬
戸

大
也
選
手
は
、
私
た
ち
に
勇
気
と

希
望
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
を
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
毛
呂
山
町
議
会
は
９
月

議
会
に
お
き
ま
し
て
新
た
な
議
長

・
副
議
長
が
選
出
さ
れ
又
、
各
委

員
会
構
成
等
も
変
わ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
度
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

気
持
も
新
た
に
、
少
し
で
も
町
民

の
皆
様
に
議
会
の
動
き
を
お
伝
え

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

（
千
葉
　三
津
子
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
（
議
長
）

藤
岡
　健
司

岡
野
　
　勉

弓
田
　茂
樹

佐
藤
　秀
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

下
田
　一
甫

　埼玉県町村議会議長会研修
　（新潟県）

　総務文教常任委員会
　生活福祉常任委員会

｝

｝

川のまるごと再生プロジェクトのイメージ
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